
場       所  :    長崎大学熱帯医学研究所  大会議室 ( 坂本キャンパス )

日       時  :  平成 22年 7月 26日 ( 月 )  17 : 30 ～ 19 : 00 

 概          要

　地球環境やエネルギー資源の持続可能性、グローバル経済の安定、社会福祉、健康と生命、教育など、現在人類が直面している問題に

共通するのは、それらがオープンシステムの問題であるということである。オープンシステムとは、考慮すべき問題の領域の境界が明確

に定められないという点、また、システムを構成する複数の部分要素やその間の関係性も静的には記述することが出来ず、時々刻々と変

化するものであるという点において、その名が表わすとおりオープンであり、複雑な時間発展系のことである。  

　このようなオープンシステムの問題に対してどのように取り組むことが出来るかという問題意識を発端として、現在、パンデミック、

その中でもとりわけインフルエンザ現象に関するシミュレーションの実現を目指している。また、アプローチとしては、複数のミクロモ

デルの融合により統合的なシミュレーションを目指したい。

なぜインフルエンザパンデミックなのか？

　パンデミックは様々な事柄が絡み合う複合現象として捉える必要がある。ウィルス、人間や動物の個体、社会システム、地理的構造といっ

た様々な空間スケールにわたる要素を考慮する一方で、一事象としての感染、年ごとの流行の季節性、世代単位での人口動態と歴史的イ

ベントとしての疫病がもたらす集団としての免疫プールのパターンといった様々な時間スケールに沿った要素を考慮しないとパンデミッ

クを理解することは出来ない。これはまさにオープンシステムの問題の実例の一つと考えられる。

なぜミクロモデルなのか？

　オープンシステムは本質的に複雑であるため、全てを盛り込んだ完全なシミュレーションを最初から構築することは出来ない。そこで、

まずは判明している事柄をベースに初期のモデルを作り、新たな科学的知見が得られたり、問題の構造や問題に対する私たちの認識が変

化するのに適応して、シミュレーションを変更および拡張できる必要がある。この際に、微分方程式系に代表されるマクロモデルではなく、

マルチエージェントをベースとしたミクロモデルを起点とするアプローチの方がより直接的で柔軟な方法を実現できると考えている。

　本実践を通じて、直接的には、現象に関する理解を深めることで、パンデミック発生時に被害規模の予想を立てたり、伝播のパターン

を推測することで被害拡大の予防政策の立案やその事前評価に貢献したい。同時に、メタレベルでの狙いとしては、この実践を通じてオー

プンシステムのシミュレーションのあり方についての理解を深め、他のオープンシステムの問題にも適用できるような、より一般的な枠

組みについて考察したい。

主　　　　催：長崎大学国際連携研究戦略本部　長崎市坂本 1丁目 12‐4
　
お問い合わせ： 長崎大学国際連携研究戦略本部　三木・山本（095-819-7008）

http://www.cicorn.nagasaki-u.ac.jp/
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